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本日のお品書き

• （背景）

• ソフトウェア共同開発

– 何に取り組んでいるのか？

– どう取り組んでいるのか？

• 実践

– どんな実践を行っているのか？

– 何が課題となっているか？
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第64回研究談話会
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自己紹介

• 高久雅生

– 所属: 独立行政法人物質・材料研究機構

– 部署: 科学情報室

– 職位: 主任エンジニア

• 経歴:
– 1994年図書館情報大学 図書館情報学部入学

– 2004年筑波大学図書館情報メディア研究科博士後期
課程修了
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第64回研究談話会
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10年近く、このキャンパス
に生息していました



自己紹介 (2)

• 属性?
– Unix/FLOSS, TeXnician, Rubyist, Wikipedian

• オープンソースソフトウェア開発者

– 貢献したことのあるプロジェクト: 
– Namazu, Kakasi, Ruby, QwikWeb, MoBo, etc.
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いま、何をやっているのか？
• 主任エンジニア → Library Engineer
• 図書室担当

– おもに3拠点（千現、並木、桜）
• 総蔵書数16,000冊程度

– 利用者対応

• 電子リソース担当
– 機関リポジトリ
– 研究者総覧
– データベース/オンラインジャーナル周り
– リンクリゾルバー（SFX）
– OPACシステム
– 図書室端末PC（千現2台, 並木1台）
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NIMS図書室
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(ついでに)
インターン（図書館
実習）も対応可。



で、本題?

• 機関リポジトリ: NIMS eSciDoc
• eSciDoc = “eScience + Documentation”

– ドイツ政府の公的助成に始まるプロジェクト

– 開発チーム
• Max-Planck Digital Library (MPDL)
• FIZカールスルーエ (FIZ Karlsruhe)

– eScience用基盤ソフトウェア

– オープンソースソフトウェア

• NIMS – MPDL 間で共同研究開発MOU
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マックスプランク協会
（Max-Planck Society）

• ドイツを代表する国際的な大規模研究機関

• 80もの支部研究所により構成

– 人文学、医学・生物学、自然科学など全研究分
野を横断

– ドイツ全土および国外に支部が散在
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MPDL (Max Planck Digital Library)
• URL: http://mpdl.mpg.de/
• マックスプランク協会の80研究所の電子図書館サー
ビスを統括
– 電子リソース管理

– ポータルサイト運営

– eScienceソフトウェアの研究開発

• eSciDocの開発、運用
– 総勢40人前後（うち、開発チームが20人程度）

– FIZ（ドイツ版JST）との共同開発
• 遠隔地: Karlsruhe-Munichは300km（東京～名古屋くらい）

• 週に一回、ビデオカンファレンスで打ち合わせ

筑波大学知的コミュニティ基盤研究センター
第64回研究談話会
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共同開発

• 相互訪問

– MPDL 訪日: 3回
• 2008年7月, 2008年11月, 2009年3月, 2009年9月

– NIMS訪独: 3回
• 2008年9月（2週間）

• 2009年1月（1週間）

• 2009年6月（1週間）
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MPDLエントランス
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MPDLミーティングルーム
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MPDL風景

筑波大学知的コミュニティ基盤研究センター
第64回研究談話会
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開発チームの部屋１

開発チームの部屋２2009/10/30



MPDL風景

筑波大学知的コミュニティ基盤研究センター
第64回研究談話会
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オープンスペース

2009/10/30



ミュンヘンの街は?

2009/10/30
筑波大学知的コミュニティ基盤研究センター

第64回研究談話会
22

Octoberfest 2008



共同開発の実態

• eSciDocプロジェクト

– FIZ: コアサービス

• 認証、データストア、検索まわりなど

– MPDL: アプリケーション

• 仕様策定、実装、GUI設計、テスト

• NIMS: 開発&運用

– 日本で必要な機能の追加実装 = 日本語化（ローカ
ライズ）

– NIMSで必要な新機能提案 = 仕様設計
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ペルソナ手法に基づく
開発アプローチ



MPDLにおける開発体制
• 仕様書、文書（一部は関係者限定）: 

– CoLab (Wikiサイト): http://colab.mpdl.mpg.de/
• バグ報告（開発者限定）

– Apache JIRA (MPDL): http://zim01.gwdg.de:8080/
– Bugzilla (FIZ): http://www.escidoc.de/issueManagement/

• ソースコード管理
– Subversionリポジトリ: 

https://zim02.gwdg.de/repos/pubman/
• コミュニケーション

– 口頭, メール, ML, Yahoo! messenger
– MPDL内の開発者ミーティング（毎週火曜日）
– ビデオ会議（Polycom; MPDL  FIZ）（毎週）
– ビデオ会議（Polycom; MPDL  NIMS）（不定期; 各月）

筑波大学知的コミュニティ基盤研究センター
第64回研究談話会
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CoLab (Wikiサイト)

筑波大学知的コミュニティ基盤研究センター
第64回研究談話会
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JIRA（バグ追跡ツール）

筑波大学知的コミュニティ基盤研究センター
第64回研究談話会
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本日のお品書き

• （背景）

• ソフトウェア共同開発

– 何に取り組んでいるのか？

– どう取り組んでいるのか？

• 実践

– どんな実践ができるようになったか？

– 何が課題となっているか？
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第64回研究談話会
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2009/10/30

eSciDocの特徴

• オープンソースソフトウェア

• eScience情報の長期保存、発信

• MPDL, FIZ Karlsruhe（ドイツ）の共同開発

• SOA (Service-oriented architecture)
– 公開APIの活用を前提とした相互運用

• データストア：Fedora（リポジトリ基盤ソフトウェア）

– RDFをベースとした柔軟なアイテムレコード間の関連付けが可能

• 各種アプリケーション

– PubMan: 文献情報リポジトリ

– FACES:  写真アーカイブ

– ViRR: 書籍スキャン&注釈
33



• eSciDoc共同研究開発 (NIMS-MPDL)
– 2008年度から3年間の共同研究開発契約

– MPDL (Max Planck Digital Library), Germany

– eSciDoc（ディジタル図書館基盤ソフトウェア）の活用

– 単一機関の枠を超えた連携可能性

→ 開発の場へコミットしながら、現場での運用を目
指す

NIMSにおけるデジタルライブラリー構想
(NIMS Digital Library Project)
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NIMS eSciDocアプリケーション (Solution)

• 論文文献資料の保存、公開

– PubMan

• 研究画像データの共有

– Faces
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PubMan: 論文・出版物の保存、公開

• オープンアクセス論文・資料の保存、公開 (Open 
access)

• 特長 Features
– 研究者総覧 Researcher Portfolio

– メタデータ・本文流用入力 Fetch

– 版管理 Versioning

– 派生資料関連付け Relations

– ローカルタグ Local tagging

– アクセス統計 Visualization of usage statistics

– 外部サービスとの多様なやり取り API
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著者ＩＤリンク
→ 研究者ポートフォリオ

著者にID付与すると、
アイコンリンクが出現

研究者総覧 (Researcher Portfolio)
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研究者総覧 (Researcher Portfolio)

文献情報は自動
挿入
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PubManメタデータ/本文流用登録機
能

(Fetch)
• 登録を容易化し加速するための機能

– （二度手間をなくす）

• 対応外部サービス
– ArXiv
– SPIRES
– BioMedCentral
– PubMedCentral

• 今年度開発予定:
– 海外: CrossRef (DOI)
– 国内: CiNii
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PubManメタデータ/本文流用登録機
能

(Fetch)
• 登録を容易化し加速するための機能

– （二度手間をなくす）

• 対応外部サービス
– ArXiv
– SPIRES
– BioMedCentral
– PubMedCentral

• 今年度開発予定:
– 海外: CrossRef (DOI)
– 国内: CiNii

筑波大学知的コミュニティ基
盤研究センター第64回研究談
話会

CiNiiから論文情報を抽出して、一
括自動保存
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PubMan版管理機能 (Versioning)

メタデータ/本文の改訂履歴を自動保存

初期版を登録

ページ番号を確定

公開日を確定

公開

ハンドアウト登録

発表前から発表後までの成果文献情報を一元管理
(One single platform for pre- and post-publication info.) 47



PubMan派生資料関連付け (Relations)

原稿と他の文献との関連付け
（翻訳資料と元原稿）
(translation and original manuscript)

個別文献にとどまらない文献同士
の関連付けを明示できる。

※他にも、ユーザ参加によるキー
ワードタグ付けなどでの整理提示
も可能 48



PubManアクセス統計機能
(Visualization of usage statistics)
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PubManアクセス統計機能
(Visualization of usage statistics)

筑波大学知的コミュニティ基
盤研究センター第64回研究談
話会

3つの粒度でアクセス状況を可視化
・論文単位
・著者単位
・機関単位
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外部サイトでのデータ再利用 (API)

外部サイト上にPubMan上の情報を
自動挿入、リンク付与
（Wordpress (CMS) 対応）

自動的に年月順の発表論文アーカイブ
論文付与キーワードによるブラウジング
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外部サイトでのデータ再利用 (API)

筑波大学知的コミュニティ基
盤研究センター第64回研究談
話会

整形済み文献情報とPubManへのリンク
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主題リポジトリ・多機関共同リポジトリ

複数の国・機関をまたいだ、同居型共同リポジトリ
(Cooperative repository)

今年度後半には国内での連携テストを開始予定
・日本大学新学術創成プロジェクトにおける4研究分野

医学 (Medical)、物性化学 (Chemistry)、アートアーカイブ (Archives)
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NIMS eSciDocアプリケーション (Solution)

• 論文文献資料の保存、公開

– PubMan

• 研究画像データの共有

– Faces
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Diamond-Faces

– ダイアモンド画像データの蓄積と共有

筑波大学知的コミュニティ基
盤研究センター第64回研究談
話会
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Diamond-Faces (Detail view)

ダイアモンド画像のメタデータスキーマを
属性定義 (User-defined metadata schema)
• 元素、形、色、合成手法、実験条件、温度、説明、日付など

（→ 物質・対象に応じて柔軟に定義可能）
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ダイアモンド画像の属性
定義に沿った、フィールド
検索も可能

Diamond-Faces (Search UI)
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Diamond-Faces: eScienceのための特長
(Features for eScience)

• 属性定義 (Configurable metadata schema)

– 柔軟に属性（色・形・温度など）を定義可能

• 参照URL
– 固定URL (Permalink)

– 複数の画像集合を単位としたひもづけ (Album)

→ 研究論文から対象データとして引用・参照でき、
関連資料としてまとめた情報を共有できる。
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まとめ (Conclusion)
• 研究者の活動、ニーズによりそったリポジトリシ
ステムの要件とその研究開発

• ２つのアプリケーションの運用を進めている

– PubMan: 文献資料 （+研究者総覧）

– Faces: 画像データ

• 課題（今後の取り組み）

– データ入力・登録の簡便化に向けた工夫

– 所内システムおよび外部サービスとの連携を図る

• 所内: 研究発表許可願システム、人事DB

• 外部: トムソンResearcherID、NII研究者リゾルバ
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今後の予定（宣伝）
• 図書館総合展: 2009年11月10日～12日

– @横浜
– FIZ Karlsruheの開発者責任者 Matthias Razum氏を招聘
– フォーラム開催予定:

• 11月11日 13:30～14:30
• eSciDoc/Fedora: e-Researchのための機関リポジトリの新展開
－デジタルライブラリーからeScienceへ向けて

• 次回研究談話会
– 11月13日（金）
– Matthias Razum氏による講演

• デジタルリポジトリ連合国際会議2009
– @東京工業大学
– 12月2, 3日
– ポスター発表および口頭発表
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